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座談会 
 

江刺正喜先生を囲んで（ロングバージョン） 

E 部門編修委員会（前中 一介・峯田 貴・石川 智弘・村上 裕二） 

 

はじめに ～～ MEMS の E は江刺の E ～～ 

E 部門立ち上げ当初にご活躍された方々が相次いでご定

年を迎えられています。E 部門やセンサ・マイクロマシン

分野等々，関わってこられたことへの思いはひとしおのは

ず。論文や講演会では語りにくく，身近な人にしか伝えら

れなさそうなことを含め「座談会」形式で聞き出して残し

ていけないかと考えました。 
第一回は東北大学一筋でご定年となったばかりの江刺先

生。仙台で行われた第 30 回センサシンポの，ちょうどラン

プセッションが行われていた頃，仙台市内某所で江刺先生

を囲んでの座談会を行いました。そう言えばかつて

Transducers のランプセッションで， ”Silicon as a 
Mechanical Material”著者の Petersen が「MEMS は

Middlehoek, Esashi, Muller, Senturia４人の頭文字」と言

った話などで口火を切りつつ，話題は徐々に江刺先生ご自

身の話に。 
 

自作，自作の学生時代， 
研究を始めた頃もある意味で半導体の変革期 

前中：今から 40 年くらい前当時，先生のところはどんな感

じだったんですか。 
江刺：（４年生で配属先の）松尾研は電子回路のメディカル

応用をやっていて，先生は真空管で脳波計とかを作って医

学部の先生といっしょにやっていたんですよ。でも私が入

ったとき，もう回路は IC の時代になっていて，大学の研究

室ではなかなかやりにくくなっていたんですよ。デバイス

かシステムかのどちらかに行こうってことで，研究室の中

で先輩が造反したんですよ。ある先輩はデバイスで生体と

のインターフェースとなる電極，別の先輩は心電図の自動

解読とかシステムに。松尾先生は広げたくなかったみたい

なんだけど，一緒に主任教授のところに行って決着をつけ

た。私はそのあとに入った。道は先輩が切り開いておいて

くれたんですよ。いつも時代は変わっていくから，ときど

きそういう研究の方向性を変えることもないといけない。 
でも私が半導体イオンセンサをやったとき，学部・修士

課程の頃は，日立でゲート絶縁物が電解液に露出する絶縁

ゲート電界効果トランジスタを作ってもらっていたのね。

あと松尾先生がスタンフォード大学に行って Wise 先生と

デバイスを作って，それを送ってもらってやっていた。 
4 年生に入ったときに，仙台で ME（生体医工）学会の全

国大会があった。当時は学会発表がスライドでそのスライ

ドを動かすのをアルバイトがするわけ。スライド係やりな

がら講演を聴いていて，そこで絶縁物電極という話を聞い

て，卒論のテーマがいろいろ出てきたときに，じゃあ何と

なく聞いたことあるからそれやりますって。当時松尾先生

は，ガラス微小電極で細胞内電位を測るというのはインピ

ーダンスが高いもんだから MOSFET 使ってたのね。日本で

は日立の大野稔さんという方が始めてた。その大野さんか

ら MOSFET を松尾先生が手に入れて。だから研究室には日

本の最初の MOSFET が転がってた。 
前中：大野さんは『電子立国・日本の自叙伝』でも大きく

取り上げられていた方ですよね。 
江刺：電卓には PMOS という形で入っていて，インテルの

マイクロプロセッサが出てくる１年前というときだった。4
年のときに日立の人にお願いして M1 のときに届いて使っ

てということだった。それで 4 年のときはモノがなかった

から，別の絶縁物電極というのでキャパシティブに生体電

気信号を検出することをやってみた。村田製作所に頼んで，

片側だけ電極が付いたセラミックスコンデンサを作っても

らった。だから大学院生のとき生意気にも，学会で行った

とき向こうの重役さんに挨拶に行ったよ。「お陰様で発表で

 
江刺正喜（えさし・まさよし）先生 1949 年 1 月生。

仙台市出身。東北大学一筋に 1971 年電子工学科卒，76
年博士課程修了，76 年助手，81 年助教授，90 年教授，

2013 年定年退職。2006 年紫綬褒章。MEMS の世界的権

威。現 東北大学原子分子材料科学高等研究機構教授。 
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きました」って。それ以来村田製作所とはつきあっている。 
それで，心電図は低周波だから，入力インピーダンスの

高いので受けなきゃいけない。junction-FET のチップなん

てなかったからプラスチックのモールドをグラインダでで

きるだけ削って小さくし，セラミックコンデンサの裏につ

けてアクティブ電極にした。当時は心電図を取るときにペ

ーストを塗っていたのね。僕のは入力インピーダンスが高

いからいらなかったの。 
前中：置くだけで？ 
江刺：そうね。でも動くとノイズが出る。それはセラミッ

クのチタン酸バリウムで圧電現象があるから。それでこれ

は使い物になりませんっていう論文を出したのね。そした

ら ME 学会論文賞を貰った。卒論の仕事で論文賞。しかも

ネガティブな結果で。そしてマスター，ドクターのときは

イオンセンサで一つしか論文を書かなかったけどドクター

貰えた。その間はずっと装置作りやってたね。 
マスターのときに，西澤（潤一）研から，当時ドクター

の学生だった小柳（光正）さんが来て，手伝ってくれない

かということになって，僕がインピーダンス測定器を作っ

てあげたのね。それで西澤先生には僕の名前が知られてい

て，ドクターのときに来ないかという話になった。 
西澤先生のところで装置を使わせてもらえるってことで

ドクターに進学して，実際西澤先生のところではみんな装

置を自分で組んで作ってたから，自分もそれをまねして装

置を作っていった。 
村上：ドクターのときは西澤研だったんですか？ 
江刺：違う違う。出向してたんだ。半年くらいだけどね。

でも何かある度に行って教えてもらってたから。情報は松

尾先生に，施設は西澤先生にっていうことでとても恵まれ

てたっていつもいうんだけど。 
村上：どうしてわざわざ小柳先生が装置作ってくれという

話を持ってきたりしたんですか？ 
江刺：依頼は研究室に来たんだけど，僕は，実は研究室に

入る前から，そう，中学生の頃から回路やっててみんなよ

りもよく回路を知ってた。そのほか当時真空管がその辺り

にたくさん落ちてたから，真空計とか温度コントローラー

とか真空管で作ったよ。 
前中：一番最初に作られた装置は何ですか？ 
江刺：電気炉かな。当時ドクター１年だけど科研費書いて，

自分の名前じゃ出せないから先生の名前で。スピンコータ

ーとマスク合わせ装置のほんとに簡単なのを買って，両面

マスク合わせ装置は自分で改造して作った。 
峯田：プロセス装置はたいてい自作されてましたけど，原

点は西澤先生のところで学ばれたということですか。 
江刺：やっぱり（実物を）見ないと，作れるものなのか買

うべきものなのかわからないから，普通の人は買うよね。

それは身の回りにモデルがないから。そういうものだと思

って買うんだけど。僕の場合は見ると，これは作れると思

っちゃう。 

前中：とくに昔の装置はメーカー製でも裸で中がわかった

でしょ。今の装置は全部箱の中に入っていて，あとはスイ

ッチ押すだけで。あれじゃ学生がかわいそう。何もいじれ

ない。 
江刺：今，東北大の試作コインランドリーにある装置は，

中古なんだけど，売ってる会社が無くなってもメンテする

ところがあって，安くやってくれる。最新の装置はずいぶ

んお金がかかるんで。 
 

幼少期からものづくり 

前中：小学校のときはどんなお子さんやったんですか。 
江刺：小学校では模型作りとかが好きで。当時プラモデル

とかなかったんですよ。木のブロックと設計図が入ってる。

それを削って色塗って作る。だいたいの形はできてるんだ

けど。南極観測船宗谷だとかをお年玉で買って。そういう

趣味を小中の頃にやっていて。中学校の頃に物理部に入っ

て，先輩にすごく詳しい人がいて。エーコン管(Acorn Tube)
って知ってる？ＲＣＡの真空管。第二次世界大戦の頃の高

周波や超高周波用の真空管があって，この発振器とダイポ

ールアンテナやワイヤーグリッドポラライザを作って，こ

ちらだと通るけど，90 度回すと通らないとか，そういう実

験を中学のときにやってたの。そういうのに親しんで高校

に入ってからはアマチュア無線を受けてやってたり，そう

いうクラブを作ったね。 
前中：当時は受信機も送信機も自作という感じで？ 
江刺：そうだね。真空管でね。（前中：８０７とか？）そう

そう。それで真空管使う装置なら作れる知識を持っていた。

研究室に来たときはトランジスタでオペアンプ作れだとか

と言われて，トランジスタもだんだん覚えていった。 
前中：仙台でそういうの手に入るお店があったんですか？ 
江刺：そう当時は仙台にもジャンク屋があって，米軍の放

出品みたいなのが売られてた。そういう趣味の延長で。 

 
江刺先生のようにやろうとがんばってきたん

ですが，なかなか無理ですね。 
兵庫県立大学 前中一介先生 

（H25 年度 本論文誌編修委員長） 
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村上：学部時代はどういう学生でした？ 
江刺：僕は高校の頃，赤血球の数が少なくて貧血気味だっ

たの。だから運動するとすぐに疲れてしまって。薬を飲ま

されて，お茶を飲んだら吸収が悪くなるからと言われてお

茶を飲めなくて。だんだんよくなって。まあ，成長途中と

いうのはアンバランスになりがちで造血組織の生育が遅れ

てただけかも。それで大学に入ったときは準硬式野球部に

入った。ちょうど私が入ったときにかつてない東北大会優

勝を成し遂げて，神宮に行って私は入場行進だけやったの。

２軍だったから。 
1 年 2 年は野球やっていて。3 年は，あのころ学生運動の

時代だった。安保は一世代前の学生運動で，ぼくらのころ

は大学改革とか。それほどではないけどあのころはみんな

が関わっていた頃で。授業には普通にでてたかな。回路は

高校生のころが一番よくやってたかも。 
それで研究室に入ってからは自分の能力を生かせるよう

になって。研究室では活躍したよ。 
 

実は受難の助教授時代 

前中：先生はもともと大学の教員としてやっていこうと思

っておられたんですか。 
江刺：僕はいつも人生成り行きって言っている。ただサー

ビス精神多くしてるといいなと。「ニーズに応える」って最

終講義のタイトルにしたんだけど，あれやってくれといわ

れてそれをほいほいやって。そうやってるといいことある

ってのは西澤先生との関係でもそう。それを得だとか，メ

リットがあるか，とか考えてるといいことないんだよね。 
私が学生だったときに助教授だった先生は助教授になっ

たとたんに，民間でやりたいと東芝に行ったんですよ。そ

れは，世の中に直接貢献するにはやっぱり会社だよねとい

う話で。電子スキャンという超音波診断装置のアイデアを

持っていて，それを東芝で実現したいと。一時期東芝は超

音波診断装置で世界で一番シェアがあったくらいで。それ

で僕はマスターが終わったときに東芝に来ないかと言われ

ていて，それで就職活動で東芝に行って。 
まあ，でもマスターのときにやっていた半導体イオンセ

ンサは東芝向きじゃないのね。なぜかというと，東芝のよ

うなところは集団の力で装置を作り上げるところが得意な

わけよ。だからＣＴとかＸ線とか。社内にあるいろんな技

術を組み合わせるのがいいんで，そんな部品みたいなのは

リスクもあるし，もう少し小さい会社でやったほうがいい

の。だから僕がやっていた体内に入れる低侵襲のセンサを

やりたいですというと，それはどうかなと。その話をアメ

リカにいた松尾先生に言ったら，西澤先生に手紙を書いて

くれて，東北大でやるか，という話になって。それで西澤

先生に名前が知られてたから，どうぞということで。 
峯田：博士課程を修了して大学に残ろうと思ったのは？ 
江刺：センサシンポをやっていた柴田先生から助手になら

ないかと言われたのね。ところがいつのまにか松尾研の助

手ってことになってて，よくわからないけど先生同士で調

整したみたいで。室蘭工大の安達（洋）さんが当時柴田研

の学生で，安達さんの容量測定装置も僕が作った。新妻(弘
明)さんの強誘電体記録の装置も真空管で作るのを手伝っ

た。今考えると柴田先生に誘われたのは，僕の回路技術が

あったからかもしれない。たとえば音楽家とかプロ野球の

選手とかは中高から頭角を現してその延長でやっていて。

この分野にもそういう人がいてもいいよね。僕なんかそう

いう感じだけど。 
前中：マイクロプロセッサが出てくるのはもうちょっと後

だと思うんですが，いわゆる 8 ビットの CPU でマイコンを

組んだりとかしました？ 
江刺：ほとんどしなかったけど，助教授になったのは計算

機の研究室から来ないかと言われて，そっちに移ったもの

だから，ゼロから計算機の勉強をした。回路とデバイスと，

装置とかハードしかやってなかったから，ソフトはちょっ

とね。今の工学研究科長の金井君がそのころ唯一の僕の卒

論学生だったの。それで４年生に教えてもらって。当時は

DEC 社のミニコン PDP-11 の時代で。でも LSI を作るため

の環境が全然なかったから Fortran で Layout 用の CAD を

自分で書いたのね。2 ヶ月くらい他のこと何もしないで。そ

れでプログラミング覚えて。やっぱり勉強するときは課題

設定しないと。PDP-11 のパラレル I/O に外付けで，製作し

た LSI を用いた並列画像処理装置を作ったの。それでデジ

タル回路も覚えて。分野を移るっていうことがきっかけで

新しいことを覚えられて，そういう意味ではよかった。そ

ういうニーズに応え，必要になって新しい知識を身につけ

ていくっていうのがいいなって思う。助教授でやっていた

ときに，どうして大学で LSI 作れってことになったかとい

うと，当時アメリカでは MOSIS というシステムがあって，

進んでたの。今日本でやってる VDEC みたいなもの。

ARPANET という軍を分散させるネットワークがあって，

大学間もそれで PDP-11 が繋がってた。これを利用して，

大学で設計したチップを集めてゼロックスがマスクにし，

 
僕はいつも人生成り行きって言っている。 
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ヒューレットパッカードが LSI にして，各大学に戻すとい

うのをやっていた。だんだん LSI もそうでもしないと研究

教育ができなくなってきたけど，日本はシミュレーション

しかやっていなかった。このままだと日本のハードウェア

は遅れるから作れってことで整備を始めたんですよ。イオ

ン注入装置も中古で買ってきて。1980 年に助教授になって，

CMOS を動かすまで 4 年くらいかかったかな。MOS 自体

はイオンセンサのためやってたからまあなんとかなった。 
僕は趣味の世界に戻って。新しいことを覚えるのも，ソ

フトもハードも楽しかったから。だけどある先生とは上手

くいかなくてね。松尾先生のところに戻ったの。それで松

尾先生のところで助教授を５年位やって。そのとき西澤先

生が LSI 教科書のシリーズを執筆するところで，一部担当

して LSI 設計の教科書を書いたのも勉強になった。 
電気系の先生からは僕は「苦労人だ」とかいわれるんだ

けど，それは，電気系では全員賛成でないと教授になれな

いの。それでその先生とうまくいかないと言うことは教授

になれないということ。ところが機械や精密から来ないか

という話があって，設備を全部持って移った。助教授時代

は松尾先生が定年で辞めてから小さな研究室だった。 
電気系もそういう辺りは変わったし，機械系もそういう

のを見て，全員一致ってのはまずい，７割でいいんじゃな

いかとかで，そういう制度も作られた。 
前中：やっぱり全員一致はちょっと難しいですね。 
江刺：やっぱりまずいですよ。誰とでも合わせないといけ

ない，というのではダメで，対立するところは対立すべき

で。柴田先生は僕をかばってくれた。センサシンポの委員

会の幹事をやったり，いろいろ関わっていて，柴田先生は

白血病で亡くなったんだけど，柴田先生の委員長の仕事を

代行したりしてた。 
対立すべきことは対立してみんながやっていくくらいの

方が本当はいいけど。なかなか現実はうまくいかないと思

うんだけどさ。でも，どこかとうまくいかなくても，リー

ズナブルならどこかに味方はいるんですよ。若い人を支え

てくれる上司とか。 
苦労したとは言っても，これでデバイスからシステムま

で関われるようになって，普通そんなことはないと思うの

ね。そういう意味ではすごくありがたいと思っているし。 
前中：なかなかそういうことを言ってもらうのも難しいで

すよね。それなりに認めてもらってないとそういうことを

言ってくれる人もいない。 
 

モットーは「若い人に無理を言わない」「設備共用」 

村上：先生からみて西澤先生はどういう人だったんですか。 
江刺：僕は西澤先生には助けてもらうだけの関係で。先生

の下にいたら成果を出せとか言われたかもしれないけど，

別の研究室の人間だから。西澤先生としては僕に期待する

ものはなくて助けてあげる，ってだけで。たとえば西澤先

生から電話がかかってきて「今度イオン注入装置が入った

から使いなさい」とわざわざ連絡くれたりとか。西澤先生

がやってた半導体研究所の理事とか副所長とかやって，実

際には役に立ってないんだけど，閉鎖するときに役に立っ

たのね。西澤先生は思い入れが強くて自分ではつぶすこと

ができなくて，そういうのは別の人がしてくれないと。職

員に退職金を払い，雇用先も考えてあげる必要があるわけ。

僕自身についても僕ができなかったとき、だれか若い人が

やってくれないと，不幸な結果を生じてしまうことだって

ありえるでしょ。そういう意味ではそこは上手く行ったと

思ってる。 
でもさ，研究室運営とかでどう若い人に対応するのかっ

ていうのは，自分が経験してきたことの影響が大きいんだ

よね。だから無理なことは言わない。 
村上：今，研究室運営という言葉が出ましたが，他に心が

けていたことありましたら。 
江刺：それは，設備をみんなで使うということ。大学でや

った最終講義のテーマは「設備共用へのこだわり」にした

のね。会社の人が相手の別の最終講義だと，それだとあま

り意味がないと思うので「ニーズに応える」にしたんだけ

ど。大学内部向けは敢えてそういうことを伝えたかったか

ら。助手のときからみんなで使いましょうと言ってきて。

新妻さんという別の助手の人と，一講座分のスペースをく

ださいと教授会に掛け合って頼んだら貰えたの。そこでみ

んなで共通で使いますからと。教授が言うよりも若い人が

言ってるよってのがよかったみたいで。僕はいつもそうい

う，みんなで設備を使って効率よくしないと，完成度の高

いものづくりはできないよっていうのをずっと柱に置いて

きた。その共通施設を持ってきて機械系でみんなが使うよ

うになって。そういうのがベースになって，ベンチャーラ

ボの話が文部省から東北大に来たときに僕に全部任された

し。それでみんなにいうのだけど，トヨタにトヨタ生産方

式があるように，うちの宝っていうのは設備共用のノウハ

ウ。 
村上：でも実際そういう運用をやってみるといろんな人が

使うから悪い方に行くか，管理基準を厳しく限定したりと

 
他の先生が支えてくれないと精神的にやって

いけなかった 
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かになりがちですが。 
江刺：僕は壊してもいいよ，っていつも言ってるんだけど。 
村上：直せるから？ 
江刺：そうそう。地震のときもすぐに修理したよね。それ

にうちの装置は最初から壊れてて(?)，直しながら使ってる

から。 
村上：地震の復旧作業の写真をみると，率先して天井いじ

ってるのが江刺先生だったりしましたね。 
江刺：あのときが一番生き生きしてたとか言われるの。 
峯田：壊してもいいところ，あるいは無茶していいところ

とそうじゃないところの勘所がすごいと思うんですよ。 
江刺：半導体の最先端の技術だとそうも行かないんだろう

けど，我々は幸いなことに応用技術だから。こういう分野

なら，もう少し楽に使ってその代わり自由度を持たせるほ

うがいいんじゃないかと思ってる。 
峯田（江刺研出身）：ベンチャーラボができる前の 90 年ご

ろは，メーカー品の装置ってほとんどなかったと思うんで

すよ。露光機も手作りので両面とかありましたよね。VBL
に移る直前は本当にプロセス装置が自作装置だらけだっ

た。そういう時代の DNA みたいなのが，大型装置が入るよ

うになった後でも受け継がれていて。 
江刺：よく展示会に行って，買うような振りして根掘り葉

掘り聞いて学んで作るという。本当は枚葉式の装置なのを

うちだと小さいウェハのバッチになる。今でも手作りが基

本だよ。 
 

電気から機械へ 異分野での立ち振る舞いは？ 

峯田：機械に移られたということが，大きな転機かと思い

ますが。集積化センサや CMOS 回路を作っていたりしまし

たけど，機械系の学生ではご苦労があったのでは？ 
江刺：電気のときは，学生が 4 年生で来るとまず CMOS 回

路を設計させて，後期にだれかがまとめて作り，他の学生

は MEMS プロセスをやることにしていた。だから設計から

プロセスまでを全部やることになる。電気だと 3 年生まで

に電子回路を習っているけど，機械系だとそうでもないか

らちょっと無理がある。それだけでなく当時ですら売り物

には百万個のトランジスタが載っているのに，うちでは千

個しか作れないという千倍の差はいかんともしがたくて。

千個だとディジタル回路はつまんないものしかできない。

センサの回路はいいとしても，それ以上は無理。豊橋もい

ろいろ苦労したでしょ。 
前中（豊橋技科大出身）：そうですね。５ミクロンルールで

2 千個でしたでしょうか。今の標準と乖離しすぎた。 
江刺：すると「論文のための研究」になっちゃって，実用

化とは遠い話になってやってられなくて。 
村上：でもセンサ用アンプとかはそれほどファインでなく

ても大丈夫だという考え方もあったかと思いますが。 
江刺：うん。そこら辺はやっていた。でも今やってる LSI

はイベントドリブンの触覚センサネットワークのように複

雑なシステムをやるとか，一万本の電子ビームをコントロ

ールする電子源とか，いろいろ複雑なことを研究してて，

私は数に任せて力ずくでやるのがおもしろいと言っている

のね。今の LSI は目茶苦茶トランジスタが入っているし，

しかもローパワーだから，おもしろいことができる。設計

は大変でお金もかかるけど，その醍醐味はすごいと思う。

それを生かさない手はない。 
前中：機械系に移って，学生が電気のことをあまりわかっ

てない中で，研究テーマや方針を変えましたか？ 
江刺：研究テーマはスタッフで決まるのね。最初は南(和幸)
くん，それから田中(秀治)くんが機械出身だった。小野(崇
人)君は物理だったけど。彼らに無理して回路という訳にも

いかない。室山くんを九大の安浦先生のところから引っ張

ってきて，それで回路の方をなんとかやっていた。やっぱ

り今でもそこら辺は弱くて。LSI みたいに産業側で進みすぎ

た技術を，いまさら大学の研究室でやるのはとっても大変

で。普通ならあきらめちゃうわけだけれどもやめないでが

んばればそれなりにおもしろい。 
石川（現 江刺グループ）：それはがんばらないといけない

という意味ですね。 
江刺：機械系に移ったから機械っぽいことが増えもしたけ

ど，成り行きでやっているのが現状。それよりも若いとき

にコンピュータの研究室に移ったことが一番。いままでと

すごく違うところに移って，そこでなんとかこなせば世界

が拡がる。それが大きい。学生の人はそういうのを怖がっ

てやらないよね。どうしても今までの延長でやろうとする。

外国にも行きたがらないのも同じだと思う。そこをちょっ

とがんばればおもしろいことができる。 
前中：本当に，こないだまでやってた ERATO プロジェク

トも，まさにそういう人材を育成したかったのですけども，

難しい。本当に難しい。 
江刺：いや，よくやってたと思う。僕は前から前中君のこ

とは買ってる。 
前中：30 年前に始めて江刺先生のところにお伺いして，そ

れから江刺先生のようにやろうとがんばってきたんです

が，なかなか無理ですね。 
村上：私も，博士課程の頃に研究に行き詰まって，庄子先

生（当時 江刺研助教授）にお願いして江刺研を見学させて

いただいたことがあるんですが，自作の装置がちゃんと動

く状態で機能的に並んでいてすごいなと思ってました。た

またま 2，3 ヶ月前に学生を連れて前中研究室を見学させて

いただいたんですが，まるで江刺研を見学しているような

感覚で，ここは分室かと思うほどでした。うちの学生が「あ

ぁやって自作でできるんですね」とか驚いてくれて。 
江刺：幸い「先端融合」（注：JST の大型予算）だとか，「最

先端」（注：学術振興会の大型予算 別名 FIRST）だとかお

金をもらって，もらったらもらったなりのやり方に変えて

きたんだよね。 



座談会 江刺正喜先生を囲んで 
 

 6 E 部門編修委員会特別記事 2014 
 

これも成り行きなんだけど。産総研を手伝えと経産省の研

究開発課の人から頼まれて「最先端」を始めたわけだし。「先

端融合」は内閣府のものづくり委員会の議員が，経団連主

導で先端融合というプロジェクトを始めたのになんであな

たは応募しないのか，あなたみたいな人にやってもらいた

くてこういうプログラムを考えたのにと。それで大学に言

ったら，取りやめたのがあるから代わりに出してもいいと

言われ，そういう風にみんな成り行きでやってきて，テー

マも変えた。 
村上：先端融合や FIRST をやっていても自作派スタンスは

ずっと保っていますか？ 
江刺：お金があるのなら外注でも作ってる。それはそれで

意味があることだと思って。（外注してでも）回路を集積化

しないと役に立つものにならない。でも LSI は自作する時

代じゃないし，必要になったら自作するというくらいのス

タンスでやると，範囲を制限してしまわなくていい。ニー

ズを大切にして，そのためには，なかったら作るよという

スタンスでやればやりやすいと思う。今ある環境で何がで

きるかと考えないほうが良いので。 
何かの制度で，論文をいくつ出さなきゃいけない，とい

うのが一番よくないよね。焦らせられて。目標，目的が変

わってしまって。 
前中：心の中ではうなずいているんですが，なかなかそう

も言えない状況で。特に助教の先生とかが任期制になって

いるでしょ。５年経ったら評価を受ける。そのときに誰が

見てもわかる「論文の数」が必要で。 
江刺：大学はそういう制度で選ばれた人たちがまた次の世

代を選ぶでしょ。そうすると何か基準がどんどん形式的な

ところにいきがち。米国などだと，そのコミュニティでど

れだけの活躍をやっているかを大切にするから，外国人の

推薦状が必要だったりするんだけど，日本の場合は単純に

論文の数だけというところがあって。 
 

日本は組織の垣根を越えられない 

江刺：集団で力を発揮するというのは，日本はダメだと思

うな。外国に比べて。縦割りで，ローカルに最適化されて

いて，全体での最適化になっていない。だからいつも IMEC
やフラウンホーファーと関係してみると，あちらは大学と

国研がいつも一緒で，産業界からお金を入れて出口に繋が

るようになっている。日本は国の方ばかりをみて国費のグ

ラント取りに行っている。会社とも別だし。なぜ MEMS が

上手く行かないかというと，会社も，MEMS のような開発

がネックになる分野ではリスクをかけられないと始まらな

いから。会社じゃちょっと無理でしょう。見通しが立つと

ころだけをやると競争力で負ける。やっぱり学生なんだよ

ね。ダメもとでできるし。産総研みたいなところでもダメ

もとというわけにはいかない。でも学生はリスク賭けられ

るから。そこにある程度設備や環境を整えればいいと思う

のだけど。 
前中：なぜなんでしょう。たとえば一つの会社で集まって

がんばろうというときは日本は得意なのに，違う省庁，違

う大学や団体が入るととたんに上手く行かなくなる。 
江刺：日本は中央集権だからじゃないかな。みんな国の方

ばっかり向いて，お金をもらうことばっかり考えてる。競

争で，みんなが参入して，ユーザがそれを評価して，いい

ものができるのなら良いんだけど。 
せっかくみんながやろうと思っても日本の場合，制度が

あまりに悪くて，今，何に努力しているかと言えば，大学

で作ったものを売ってよくするとか，そういうのを産総研

にも働きかけて，産総研のせっかくの設備をうまく作って

そのまま売れるようにすればいいのじゃないかとか。 
村上：むしろ FIRST プログラムはそういうことをやるため

の仕組みではないですか？ 
江刺：たしかにそういう制度的な新しい方向への努力もあ

る。今いる WPI という組織はいつもそういうことが求めら

れていて，全部英語で行事や運営をやるとか新しい仕組み

作りが求められている。そういう取り組みを行うことは国

が喜んでくれるんですよ。文科省も経産省も。国からはな

かなか動きにくいんだよね。先輩が作った今までの仕組み

を後輩が壊してというようなこと。現場の声で動かすこと

はできるけどね。 
前中：それは上の方の人たちも感じてはいることですよね。 
江刺：うん。何とかしたいと思っているので，それで現場

に協力を求めてきているわけ。 
 

多くの会社と付き合う特許戦略 

江刺：文科省のお金で知財部ができたときに，会社が来て

東北大学で行った研究開発の特許は，大学に特許料収入が

入るように大学の単独出願だと決めた。それはとんでもな

いことだと思った。特許で儲けようなんて考える文科省の

指導がとんでもない。それがそのまま制度として固まって

くると，その波及効果がいかに悪い方向に行くかってこと

で。それをみんなで反対して，結局制度が変わった。 

 
“なぜなんでしょう” 
“現場の声で動かすことはできるけどね” 
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僕は知財部に受けがいい。知財部の最初は会社とトラブ

ル続きで担当者は苦情処理ばかりだった。それはあまりに

方針が変だったから。それを現場からやめさせたのでまと

もになって，普通に仕事ができるようになった。今は共同

出願など。 
前中：基本的に教員が関与すると大学も出願人になります

よね。 
江刺：ただ大学が「おもしろくない」「お金を出す価値がな

い」と判断すれば，勝手にやってよくなる。 
村上：昔は企業が特許，大学が論文を出すことで棲み分け

られていた。 
江刺：これまでは共同出願だったけど，ある会社にそのや

りかたはよくないと言われた。他の会社が（その特許技術

を）使えない。だから大学に特許を残しておいてほしいと。

外国の大学はそうしている。 
村上：大学が本当にライセンスをコントロールする気があ

って，そうする価値がある重要な特許であればそうですね。 
江刺：どっちかというと共通性が高い特許。個別の話はい

いんだけど。 
どちらかといえば以前は，お金も掛けないし会社がやっ

てくれるという安易なやり方だった。それだとダメだとそ

の会社に叱られた。もっともなことで。でも特許にエネル

ギーを使うくらいなら集中講義にエネルギーを使って，共

同研究が増えたほうがいいと思う。 
西澤先生のように特許で戦ってというスタイルの先生が

いてもいいと思うけど，もうちょっとソフトにやってお互

いにサービス精神があってやっていくという先生がいるの

もいいと思って。 
村上：会社の論理だと共同研究で会社がたくさんいるとや

りにくい，と言われます。そういう中で江刺先生はオープ

ンな共同研究を続けてらっしゃると思いますが個別の知財

はどうやっているんですか。 
江刺：相談するときに資料は持ち帰ってもらっている。で

も来てやっていることは，周りに他社の人がいるし面倒見

切れないから自分で守ってよねって言っている。 
村上：私がいた東レって知財についてクローズドな体質の

会社なんです。それになじんでたから，江刺先生が日本で

共同研究したい理系 No.1 という話（注：日経産業新聞 2003
年企業が評価する大学研究室 1 位）を聞いて，あれだけオ

ープンなのになぜなんだろう，むしろ一番あり得ないはず

では，とずっと不思議でして。 
江刺：材料は一つの特許が大きな意味を持つんだよね。デ

バイスは包括的な特許で勝負。分野によるので，材料メー

カーがそういう意味で特許にこだわるのは当然だと思う

よ。 
峯田（東芝出身）：特許とかなんでも機密でクローズでいっ

ているよりも，ある程度オープンで行っている会社の方が

成功しているケースが多いように思うのですが，いかがで

すか？開発スピードの関係とか。 

江刺：そう思うね。会社とやるときに会社に実施権をあげ

て，その代わり会社にみんなやってもらう。しかし実施し

ないなら他の会社を邪魔しないでオープンにしてください

よ，と言っているのね。このため競争相手で製品化するこ

とになる。税金が入ってやっていることだから公共の利益

になっているならいいけど，ネガティブな方に効くのだっ

たら税金を使った意味がない。このやりかたはうまくいく

と思っている。会社の方だって税金が入っていると言えば

受けざるを得ないでしょ。 
 

E 部門の創生期 

峯田：Ｅ部門立ち上げの頃の話を聞きたいのですが。 
江刺：最初は次世代センサ協議会で新しい学会を作るとい

う話もあって結成委員会をやっていたんですよ。藤田先生

と一緒にやっていた。電気学会の中に部門として作る話も

あり，それの方がいいかなという話になった。 
前中：当時活躍していた人たちが電気学会の会員だったと

かいう事情ですか？ 
江刺：いや最初は ME 学会だった。うちと豊田中研の五十

嵐さんのところでだいたい１セッションを全部持ってい

た。五十嵐さんに言わせると「我々は不純物だよね」って。

東北大が多くてトヨタが 4 分の 1 くらい。ほかはあまりな

かった。それはほんとの初期で，日立だとかが横河電機だ

とか NEC とかいろいろやってたから。そこはメディカルと

は関係なかった。電気学会にセンサシンポができた段階で

みんながそこに移った。それで，センサシンポができた段

階では電気学会全体の下にあったわけ。調査専門委員会と

かが C 部門あたりにできてそれが核になって準部門を作り

ましょうということとなって，こうなってきたわけですよ。 
前中：じゃあセンサシンポがＥ部門すべての元になったわ

けですね。 
江刺：片岡さん，高橋清先生，柴田先生だとかそこがみん

なやってくれた。 
前中：片岡先生とかが電気学会の中に作ろうよ，という話

 
特許で戦ってというのいいけど，もうちょっと

ソフトにやって，お互いにサービス精神があっ

てやっていくのでもいいと思う 
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ですか。 
江刺：センサシンポが電気学会の中にあったからね。 
石川：なぜ初回が電気学会だったんですか？電子情報通信

学会とかが自然にも。30 年たってみれば応用物理学会とか

機械学会がパラレルでやるとかになっている。 
江刺：電気学会は新しいものを求めていたところがあって。

体質古いでしょ。詳しくはわからないけど。でも素直に受

け入れられて。一番最初の経緯は片岡さんに聞かないとわ

からないな。 
前中：どちらかというと，電気学会というより通信学会に

似つかわしいとも思うのだけど。 
江刺：でも基礎部門があるくらいだし，通信学会は電気学

会から分かれてできたわけだし，大本の学会にできあがる

のが自然なんじゃないかな。通信という分野は分かれたけ

ど，センサは元の学会に部門として残っているというだけ。 
前中：一度調べたのですが E 部門は試行期間とか準部門と

かいろいろ経て，ようやく今の部門になりましたよね。 
江刺：会員数が何人必要だとか，いろいろ言われていたよ

ね。 
前中：毎年「1,500 人を目標にする」とか言ってますよね。 
江刺：学会としては順調に発展しているから，あとは産業

としてどう発展させるかが問題だよね。 
前中：今回のセンサシンポも参加者は若い人が増えてます

よね。 
江刺：でも会社の人は少ないよね。 
 

ご定年後，学長にはならないんですか？ 

村上：今の先生のお立場を把握していないのですが，いま

どういう状況ですか？ 
江刺：普通だと名誉教授というところなんだけど，名誉教

授はお預けになっていて本当にやめるときにあげるからと

いわれて今は普通の教授。WPI という組織だからちょっと

特殊。いままでは WPI にいてわがまま言って兼務で工学部

にいた。兼務先は定年になり，今は西澤センターにいて。

所属は片平キャンパスにある。トップダウンの組織になっ

ているから，教授会とは違ってディレクターがすべて決め

て，ときどきメールで相談を受けるくらい。大学の新しい

方向を目指した組織づくりにがんばっているんですよ。最

長で 70 歳くらいまでいられるんだけど，成り行きで。 
村上：どこかの学長になったりとかは？ 
江刺：それはないね。以前から（株）メムス・コアに行く

とも言っていたのだけど，会社だと他の会社の人が訪問し

づらいから，大学人のままでいてくれたほうがたぶんみん

なのためになるよって言われていて。でもやめるときには

メムス・コアに関わりたいと思う。大学で管理運営の業務

をやってこなかった。普通教授なら主任とか就職担当いろ

いろとかやるでしょ。ぼくはそういうのを１回やった程度

で，そういう管理運営はわからない。それでできた時間で，

みんなのためになるように情報を整理していた。大学も，

管理運営が下手な人に無理な仕事を振らず，情報提供サー

ビスのレベルを上げるための教員を置くのも良いかも。多

様化した方がいいと思う。 
村上：ここまでの話を聞いて江刺先生も，マネジメントが

上手いからこそいろんな人や会社がついてきていると思う

から，場合によってはそういう方向もいいのかなと思えた

のですが。 
江刺：でも僕の場合はコントロールしてないから。みんな

がやってくれて。自分が若いときに先生とうまくいかなか

ったことがあるし，勝手にやった方がみんな幸せだと思う

からそういうやり方でやってきた。 
 

今後の MEMS 研究開発と教育の進むべき道 

村上：では，研究の現場にいらっしゃる江刺先生が，もし

今まだ 30, 40 歳で，これから 20-30 年仕事ができるとした

らどうしたいですか？ 
江刺：うーん。僕はよく「西澤先生は幸せ，大見先生は不

幸」って言っているんだけど，発展途上はやりやすい。昨

年 IEEE Sensors2012 で台湾に行ったとき外国の人たちに

捕まって「あなたたちはいい，今僕らがやろうとするとも

うみんなやったよ，と言われる」と言われた。半導体は別

 
“学長になったりとかは？” 
“それはないね” 
“江刺先生はマネジメントが上手い” 
“僕の場合はコントロールしてないから” 

 
数に任せて，力尽くで 
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の意味で大学ではやりにくいけど，センサやどの分野でも，

最初は開拓余地があって，でもだんだんやり尽くしちゃう

と，やりにくくなる。だから「江刺先生は幸せ，田中(秀治)
先生は不幸」なんじゃないかな。ある程度変えないと。や

り尽くされた中でやるのは大変。 
前中：それを踏まえて江刺先生ならいかがなさいますか？ 
江刺：LSI のほんとの醍醐味である「数に任せて，力尽く

で」というおもしろさを生かせてないんだよね。 
場合によってはビッグデータもそうだけど，そういうお

もしろさ。大量のデータをあつかえるとか。たとえばミシ

ガン大学でも脳波を，脳の中にたくさんの電極を入れて，

パケット通信で取り出すとか。どの電極からいつデータが

出たよというような。複雑な情報処理を生かせばできるわ

けね。センサネットワークなんかだって，加速度や振動の

情報をただ単に送っていればパワーを食うけどセンシング

だけならローパワーだから，橋が壊れそうなときだけデー

タを送ってくるとか，そういうインテリジェンスをもっと

入れたシステムならまだやれる。あるいは今我々がやって

いる LSI をいろんな会社の乗り合いでやっているサービス

とか，安くする工夫だとか，いろんな設備投資をしないで

作る工夫だとか，そういう類の仕組みも考えながら，作っ

てみせるのはまだ残されている。私の後継者の人たちも新

しい世界に広げていく余地はあると思うけど，下手すると

やりつくされてネタがなくなるから，ちゃんと考えながら

やらないと。 
村上：逆にフロンティアスピリットというか，新領域とい

うか，マニュアルもない時代の MOSFET をこねくり回して

使い倒すような仕事をしようとすると，なかなか大変で相

談相手もいなかったんじゃないかと思いますが。 
江刺：昔は鷹揚で論文の数なんか求められてなかった。や

りたいことをやって，うまくいったら論文に書いていただ

け。装置ばっかり作っていたら論文書けるはずもなく，１

報しか論文書かなかった。もうちょっと自由度があって，

全体として多面的にその人を評価するようなことをやるべ

きじゃないかと思うけど。 
私の先生がもう任せるからと脇役になっていて，僕は自

分のことに専念できた。助手になっても。そういう意味で

教授は若い人を育ててくれた。私は国語が苦手で予算申請

書も報告書もめちゃくちゃで，そういうのを先生は直して

くれて，勉強になった。先生が旗振らなくても自分でやっ

ていて，弱いところだけ直してあげて，みたいになるんじ

ゃない？そこを無理して本人の希望に添わないように曲げ

たりしない方がいいんじゃないかな。 
村上：やっぱり中学校の頃からの回路技術があったからこ

そ，何か一つ持ってるぞという気持ちで進められたとかあ

りますか。 
江刺：あんまり意識はしてないけど，ちょうどやってたこ

とがそのまま専門に生きちゃった。 
村上：以前は「いつも旋盤回して装置を作っていた」とも

聞いていたのですが，それも得意だったということですか。 
江刺：それも模型作りで木を削っていたところからだから。

いまも高校生に早稲田塾とか iCAN とかで教えることがあ

るけど，みんな生き生きとしているから，そういう方向で，

得意なもの，自慢できることとかを作ってあげればいいと

思うけどね。スポーツマンや音楽家じゃなくてもいろんな

形のやりかたがあると思う。 
昔はラジオを作ったら，世の中に売っているものと似た

ものができてうれしかったけど，今は世の中があまりに立

派で。作るものがお遊びっぽくなって。 
峯田：世の中便利になりすぎて，作ってみようとか思わな

いですよね。 
江刺：プログラミングでおもしろいソフト作ってみたとか

ゲームソフトとか，昔なかった新しい世界でやってる人も

いるよね。 
村上：今だとスマホでプログラムを書くあたりが，中学生

でもプロと渡り合えることがある分野ですよね。 
江刺：そういう意味では昔と今は変わらない。いつまでも

遊びで，それがおもしろさとか役に立つとかに繋がらない

内はダメなんじゃないですかね。今だったらスマホで役に

立つようにおもしろがってやる方が健全かもしれない。 
 

企業アドバイザとして見る MEMS 動向 

江刺：僕は子供がいないから世界が狭くて，管理業務もや

ってないし，やっていることと言えば会社の人と会うこと

ばかり。だからやたら会社の情報ばかり知っている。 
たとえば今 MEMS 業界は海外メーカーとの事業統合で

生き延びている。それだけじゃダメじゃないかな。日本じ

ゃなくて中国や韓国企業なら，コモディティで量産でいい

けど，日本なら新しいものを出さなくちゃいけないのに出

せていない。新しいものを他から持ってくるだけだと日本

は優位に立てない。 
たとえば日本で８インチのラインを持っているところと

言えば大日本印刷とオムロン。（MEMS 最大手である）ST

 
簡単なものだと中国でもすぐ入ってこれる。どういう

ところなら日本で勝負できるかを考えないと。 
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マイクロエレクトロニクスに勝ってやっていくには，数が

出る世界だから８インチがないといけない。でも８インチ

を抱えたところは赤字でやっている。 
そこら辺に難しいところがあって。オムロンも ST のマイ

クをつくって生き延びている。みんな事業統合だ，下請け

だ，と言って生き延びていますよ。MEMS マイクは急にマ

ーケットが伸びた。今クラウドで音声認識をやる。翻訳も

できる。だから家電がみんなインターネットに繋がってマ

イクが必要になる。 
これまで大きなシェアを持っていた海外大手の製品を日

本のある会社が作っている。しかし最近のシェアが増えた

部分に中国のメーカーが入っている。某社からマイクのチ

ップを買ってアセンブリだけをやっている。マイクみたい

な比較的簡単なものだと中国でもすぐ入ってこれる。日本

はやっぱりそういうところも見ながら，どういうところな

ら日本で勝負できるかを考えないと。中国は資本力も大き

いし。 
先日中国でのパネルディスカッションに参加した。中国

の中から見て中国のシステムはどこに問題があるかと。お

もしろいと思ったのは，中国で最大輸入品目は何かわか

る？ 
一同：輸入ですか？何でしょう？米ですか？水？  
江刺：IC。石油なんかより IC の方がずっと多い。なぜかと

いうと IC を買って組み立てて製品を売るでしょ。現実問題

として人材不足で中国は苦戦している。上はよくても実際

オペレートする段階で中間の技術者が追いつかないという

あせりを中国の人たちは持っている。LSI は装置を買ってく

ればできるって，またノウハウは装置に入ってるからって

いうけど，実際はそうじゃないよね。 
前中：中国の製品でも「ああ，ここをもうちょっとこうす

ればよくなるのに」とすぐわかるレベルなのが良くありま

すよね。ちょっとしたことだけどそこにいつ気づけるよう

になるかだと思うんですね。今そういう議論をしてるとい

うことは，しっかりしたものが出てくるようになる日も遠

くない。 
 

ベンチャー起業マインド 

江刺：ベンチャーにはそういうときにどん欲さとかずるが

しこいところがあって，完成度が低いものを出していつの

間にか立派になっているというのがある。もし完成度が高

いものだけにして，ということなら新しいものは出にくい。 
村上：先生のベンチャーは？ 
江刺：なかなか難しい。メムス・コアもぎりぎり。 
村上：アメリカのこれはという大学の大学院生は起業マイ

ンドが強いですよね。卒業したら 2，3 人でちょっとした会

社を作ったり。技術が育ったら丸ごと大手に売ってハッピ

ーだよとかは日本にはない形ですよね。 
江刺：アメリカは学生だけでなくて研究室がそのマインド。

学生も大学の研究室で研究をやって，それがうまくいけば

会社になるとか夢を持っているのだけど。日本の場合には

そもそも起業に結びつくようなテーマでやらせていない。

論文のためだけの研究になっているところが問題。それ以

上に会社間で人が動かない。会社で MEMS をやってうまく

いかないからやめたとなったとき，その人たちが MEMS で

ない別の部署に移る。MEMS でせっかくトレーニングを受

けた人たちが MEMS をやめちゃうことになるから人が育

たない。アメリカはそれが外に出て会社作るから人が育つ。

MEMS インダストリグループとか工業会みたいなのをみん

なで情報交換を必死にやっていて，人の流動性の少ない社

会だったりインフラがないと，やっぱりベンチャーはでき

ない。急に日本でやるといっても何作ったらいいかわから

ない。学生も会社の人もわからない。 
今，我々がやっている MEMS コインランドリーはそうい

うものづくりベンチャーの場所にもなっている。会社で開

発をやめたときに，もう使わないから設備を持って行って

いいと言われる。自宅をオフィスにしても，置き場がない

だろうけど，西澤センターを使ってもらえる。われわれに

してみると，装置と技術が一緒にやってくるから歓迎で。

みんなにオープンに使ってもらいながら，ファブレスなと

ころを支えていく。たとえばナノインプリントを NICT で

やっていたのをやめて持ってきてくれた。そういうように

公的機関がものづくりベンチャーのやりにくいところを支

えるようにすればベンチャーもやりようがある。（設備のい

らない）IT 関係はいいんだけど。 
村上：そういうベンチャーが育ってもらいたいとお考えで

すか？ 
江刺：うん。とにかく多様でないと。この世界は数が多い

ものと少ないものがあって，多いものは ST に勝てるように

8 インチに持って行く。ちまちましたところはとりあえずダ

メもとでやってみて，いけそうなら進めるとか。ダメもと

という形もできないと困る。成長しても年産１千個程度な

らコインランドリーで作ればいい。いろんな形態があって，

個別ケースごとに対応しないといけない。「最先端」の後継

プロジェクトについての議論で，国は画期的なことをやっ

て産業を興してと言う。今，簡単にやれることはやり尽く

している。新しいことをやるならリスクをかけるか，そう

でなければ，集団の力を上手く発揮させるとか。そのため

には縦割りでなくて制約が少ない形にしないといけない。

そういう仕組みをかえることが要求されているはずなの

に，シーズがあって産業が興ってというような古い発想し

かない。ニーズを大切にしながら，即産業になることがみ

んなで力を結集することでできる。そういうことが日本に

は大事だと思うんだよね。 
前中：それをやればシーズの新しいものも出てきますよね。 
江刺：なのに日本の場合には仕組みが悪くて，足を引っ張

るようなことになってる。 
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地に足を付けてニーズにこたえる研究が 
多様性を生む 

村上：最近の国際会議で奇をてらった発表が通って地道な

のは落ちる傾向があると多くの方が嘆いています。 
江刺：そうだよね。日本だけじゃなくて外国もそうだよね。

僕らはフラウンホーファーとお付き合いしているけど，あ

そこは学会での勝負というよりは，会社を相手にしている。 
僕も SEMI だとか次世代センサ協議会だとか，MEMS エ

ンジニアフォーラムとか工業会っぽいところに関わってい

る。こういう奇をてらったものでよしとするという方向を

立て直した方がいい。アメリカは割と地に着いていると思

う。さらに設備も大学にあって共通に使える。大学でまず

設備がないと奇をてらうことになる。私が設備共用にこだ

わるのは，目的にあったものを作る研究をするには，設備

にアクセスできないといけないと思っているから。 
この世界は多様化が特徴だから，他の分野よりも多様化

にあったやりかたをよく考えないと。 
IMEC から「江刺研究室と IMEC が very complimentary

だ」とメールが来たことがある。IMEC は立派すぎるのが

悩みで，東北大はおんぼろだからいいという意味だと思う

けど（笑）。みんな立派にやろうとするけど，それで動きが

とれなくなる。設備は持ってしまうと成果がでない。立派

なものとおんぼろなものがあるってことが大事だと思う。

まさに多様性。 
前中：身にしみます。 
江刺：前中君が立ち上げた豊橋は，今は立派だけど，過去

に古い装置を運用してきた実績があるからこそ今の装置が

生きている。それを知らない人がお金を集めることだけに

努力してぽんと買っても，オペレートできなくて遊んでい

るということが多い。 
村上（現 豊橋技科大）：たしかにうちの装置はみんなちゃ

んと動いてますね。クリーンルームの装置がみんな動いて

いるなんて以前ではありえないことなので驚きです。 

フレキシブルな共用実験施設へのこだわり 

江刺：IMEC も，自作ではないけれどかなりフレキシブル

な運用を行っている。日本の場合には「汚すと困るから使

わないで」ということがやたら多くて研究にならない。

IMEC は多国籍の人が使っているから形式知化として，ド

キュメントに残してバージョンアップしていく，管理者も

いてだけど，自由度を持たせたオペレートをやっている。

どこまでがよくてどこがだめかをはっきりさせて。あとは

もらってきた装置がたくさんあるから複数の装置を上手く

運用して，銅が入ってる場合はこちら，なければこちらと

いう使い分けができている。そういう類の知恵を使った運

営の仕方が評価できる。それでも立派すぎて MEMS では苦

しんでいるんだけど。いろんな CMOS 関係などで成果をだ

している。あれをただの工場にしたのではだめ。 
村上：試作コインランドリーは，CMOS 屋からみて汚いプ

ロセスでも入れていいような，フレキシブルな運用になっ

てますか？ 
江刺：MEMS コインランドリーは CMOS は無理なんじゃ

ないかと思うけど。（もう一つの規制軸として）商品の製作

に使ってもいいことにはなっている。だけど，装置を共用

している他社が壊してしまって生産計画に支障がでるかも

しれない。そこでコインランドリーはベストエフォート。

製品ができてしまったら売ってもよいけど，売るつもりで

使わないで，というスタンス。何でもベストエフォートな

んですよ。保証しようとすると，あれやるなこれやるなと

制限を付けなければならない。だめだったらごめんね，で

やってもらっている。 
村上：融合領域での仕事ではそういう敷居の低さがないと

困りますね。 
峯田：飾っておくだけの装置になりますよね。 
江刺：昔なら先生毎に予算取って装置買って，研究室毎に

ばらばらでやっていたんだけど，大学が独立行政法人にな

って，今はアメリカの大学と同じで大学が予算を持ってい

るのだから，もうちょっと組織的にみんなで使うような仕

組みと中身を作らないといけない。我々は法人化前からボ

トムアップでそういうことをやってきたけど，今はちゃん

とやれるわけだから。 
村上：共用できるものを個別に持つのは，法人としてコス

ト的に無駄ですよね。 
江刺：産総研でも８インチラインを立ち上げたので，そこ

でできたものを売っていいことにしてもらいたくて働きか

けたけど，産総研発の技術のものでないとだめだとか。も

うちょっと柔軟にやって全体の最適化を考えてもらいた

い。 
中鉢理事長が我々の取り組みを聞いて「東北大にやられ

た」と言っていたそうだけど，こういう仕組みを産総研発

でやれば産総研の評価もずっと上がるはず。変わってほし

いなと思う。 

 
最近の国際会議で地道なのは落ちる傾向があると

多くの方が嘆いています。 
豊橋技術科学大学 村上裕二 
（本座談会企画立案・文責） 
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そうでもしないとランニング経費すらだせない。８イン

チラインを立ち上げて，いつまでも国におんぶにだっこだ

と，国もそんなに面倒見れないで悪循環に入る。成果が生

かされれば回るはず。 
産業が活発になって税金が入ってという考えに立てばも

うちょっと自由度が上がると思う。 
 

16．情報整理術 

峯田：江刺先生は，研究の相談に行くと，必ず的確な文献

や資料を紹介してくれます。情報管理について私も見習わ

なければと思ってるんですが，なかなかできない。あれは

昔からああいうやり方ですか？ 
江刺：うん。僕は電子ジャーナルとかからの講演依頼を結

構引き受ける。引き受けるとそれに合わせてパワーポイン

トの図とか作って，それがたまっていって。論文を読むと

きも，ついでにパワーポイントつくりながらとか。情報の

整理やアクセスをいつも考えながらやったほうがいいよ

ね。我々の一番大事な仕事は最新の情報を集め整理してい

て，世の中のニーズが来たときに応えられることだと思う

んだよね。 
峯田：でもなかなかできない。先生はどうやられているの

かと。 
江刺：しょっちゅう相談を受けているから，その度にファ

イルを出してみて。目茶苦茶になっていたら間に紙を入れ

て整理して。ファイルはすべて番号を付けてエクセルで検

索できるように整理して，それをみんなに配っている。僕

がいないときでも探して持って行けるようにしている。そ

ういう IT 技術を生かして整理している。 
峯田：ご自身で整理なさっているんですか？ 
江刺：他の先生は管理運営が忙しくて手が回らないかもし

れないけれど，僕は時間があってやれるから。 
前中：前，こんなパワーポイント作ったはず，とか思いな

がら，同じ絵を作ってしまうことは多いんですけどね。 

江刺：飛行機の中で暇だし，最近は座席に電源もついたか

ら，よく整理している。 
村上：整理することに時間を割かないといけないですね。 
江刺：でも急にやっても膨大だからね。日頃からちょっと

ずつだね。東北大学と MEMSPC の主催で MEMS の集中講

義毎年やっているでしょ。あれでバージョンアップができ

ている。ああいうのを定期的にやって，授業も持っていれ

ば整理できたりする。何もないとだめ。試験ないと勉強し

ないようなもの。 
前中：ではかなり長時間になりましたので。 
村上：今日，海外から戻られたんですか？本当に申し訳な

いです。明日（センサシンポ講演）の準備は？ 
江刺：ああ，飛行機の中でやったから。明日はそのあと IMEC
の人たちとあってね。 
一同：お疲れ様です。では，ありがとうございました。 
（平成 25 年 11 月 6 日 仙台市内某所にて開催） 

 
  

 
“先生はどうやられているのかと” 
“相談を受ける度に整理して，飛行機の中で整理

して” 
 

  
知る人ぞ知る江刺先生の資料棚。どこに何の資料

があるかを江刺先生はすべて覚えているように思

えてならない（関係者談）。 
 



座談会 江刺正喜先生を囲んで 
 

 13 E 部門編修委員会特別記事 2014 
 

アメリカからスーツケースを持ったまま座談会会場いら

していただいた江刺先生を捕まえて，実は３－４割カット

してこの分量のロングインタビューとなりました。貴重な

お話をたくさんお伺いできたので，誌面の都合と言わず読

みやすく整理した多くをお伝えしようということで，この

ロングバージョン掲載となりました。（文責 村上） 

 
 
 
掲載されている文章や画像等の無断転載はご遠慮下さ

い。 
 （電気学会 E 部門編修委員会） 

 
前倒しでの開始にも関わらず，当初の予定を大幅に超

えていろいろなお話を伺いました。ありがとうござい

ました。（左から村上，峯田，江刺，前中，石川） 
写真および会運営はすべて東北大学 石川智弘先生 


